
2024年４月開催

本計画の概要WS開催の目的

第２回「イベントカレンダーを
つくってみよう！」

・文化を掘り起こす
・会話が生まれる、交流イベント
・周南だからできること
・次の世代を育てる
・いつきても、やりたいことが
ここにきたらできる

・市の広告塔になるホール

・周南らしさを体現する
・市出身の偉人特化イベント
・文化会館より気軽に借りて
作品展示

・市内高専の生徒作品展示
・駐車場とイベント会場との
２枚使い

・ひとやまちと繋がる
・市民の自信をつける発表の場
・文化活動の拠点
・音楽がキーワードになるかも
・山口県民イチオシ もちまき
・ガラス張りホールで文化に
触れるきっかけを

• 周南市市民館は、昭和31年開設以来、
市民生活に密着した施設として広く利
用されていましたが、老朽化に伴い、
平成27年12月末に閉館しました。

• 現在、閉館した市民館跡地（現市役所
臨時駐車場）の利活用を推進する中で、
本市の文化力向上やまちの賑わい創
出を図るため、文化小ホールの整備を
検討しています。

より多くの市民の皆さんが使いたくなるような施設にす
るため、新たな施設に望むことや新たな施設でやってみた
いことについて市民の皆さんと一緒に考える場として、
ワークショップを開催することとなりました。
このワークショップは、市民の皆さんから新たな文化小

ホールやまちづくりに望むことについてご意見をいただく
ことを目的としています。

〇ちゅーりっぷチーム

〇らんどせるチーム

〇こうぼうチーム

第２回ワークショップでは20名にお集りいただきました。
まず、新たな施設でやってみたいこと、参加したい取組な

どについて、自由な発想でアイデアを出していただき、施設
での活動イメージを年間スケジュールとしてまとめていた
だきました。前回話し合った施設の将来像を実現するには
どんなイベントや取組があるとよいか、という視点のもと、
ここでしかないイベントで他市町・他施設と差別化を、児玉
公園や他施設と連携したイベントを開催し、まちに開かれた
施設に、などなど多様なご意見が出ました。
さらに、そういった活動を実現するためのハードに関する

アイデアも多数いただきました。

参加者の声

"たがやす“
"ほりおこす“
何かウキウキ！

色んな方のご意見を
聞く中で、新たな発想
が浮かんできました。



次回予告！

ご
意
見
ま
と
め

〒745-8655 周南市岐山通1丁目1番地
周南市役所 企画部企画課

FAX番号：0834-22-8224
Eメール：kikaku@city.shunan.lg.jp

お問い合わせ先

これまで検討してきた施設の将来像、年間のイベント
カレンダーをもとに、新しい施設にはどのような機能
があればいいのか、思い描いてみましょう。

第３回「文化小ホールに必要な機能を考えてみよう！」
2024年５月10日（金）18:00～＠保健センター３階健康増進室１

チーム 春（３～５月） 夏（６～８月） 秋（９～11月） 冬（12～２月）

ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ

◇桜フェア
・ピンク色の食べ物
・音楽家の小ステージなど

◇夏休み
・自由研究を行えるイベント
・駅だけでは混むため夏まつりの
規模拡大

◇誰でも参加しやすい
・文化小ホールで文化祭
・ハロウィン系のコスプレイベント
・子ども、赤ちゃんのミニ運動会

◇季節行事に参加
・餅つき、節分など
・ファミリー層が来る
・クリスマスグッズ手作りイベント

通年

◇展示販売会
・世界各国、都道府県の食べ物フェア
・展示販売できる
・たまり場でのマルシェ
◇映画
・こじんまりしているからこそよい
映画館

◇フォトコン
・周南市のフォトコンテスト
◇演劇
・舞台も観てみたい

◇こんな施設がいいな
・都会すぎない周南市らしく
・情報発信
・生み出す拠点
・自由に入れる
・制約をできるだけ少なくする
・楽しめる
◇WSの継続
・文化小ホールやこれからの
まちづくりを考えていく
WSが続いていく

◇交流
・みんなでワイワイ
・市民が主役
・県内で活動中の音楽家と
アマチュアのセッション

・何校か集めてダンス発表会
・年末年始除く3５5日openで
そこにいけばひとに出会える

・イベントがなくても毎日
活動している日常風景がある

・イベントが日常！？
・地域の方、特に同年代と
交流できるイベント

・趣味を共有（けん玉、楽器など）

◇ハード面
・会議室、学習スペース
・鏡がある、音出し可の練習室
・貸倉庫
・小劇場、ライブハウス
・チケット売り場、売店
・カフェやレストランを利用すると
貯まるスタンプを集めて
プロの公演チケット当選

・ダベることが健康の秘訣のため
自由にしゃべる部屋

・季節で変わるイルミネーション
・ランドマークになる施設
・市の情報収集の場所
・たまり場、児玉公園とつながる
・誰でも利用できる広場
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春（３～５月） 夏（６～８月） 秋（９～11月） 冬（12～２月）

◇花見×お酒
・お花見
・利き酒大会
・“飲み”の市

◇既存イベント相乗り
・夏まつりに便乗
・駐車場をイベント会場として使う
・学生によるブース出店

◇食欲・文化・芸術の秋
・過去に人気のあった映画の上映
・自作映画祭
・写真展
・正月用品の手作りワークショップ
・遅い時間まで音楽イベント開催
・食の祭典

◇既存イベント相乗り
・周南冬のツリーまつりに便乗
・駐車場をイベント会場として使う
・学生によるブース出店
◇その他
・レノファ山口のファン感謝祭
・子どもも大人も星空観賞会

通年

◇常に学生作品展示
・他市町との差別化
・小学生～高校生の作品
・高専の生徒による製図や模型作品
・見てもらうことで意欲向上
◇展示・発表
・大ホールでできないコンサート
（チェロ、ピアノ、独唱など）

・ハンドメイドマルシェ
・市民グループによる歌、バンド発表
・世界の文化

◇学習系
・各団体からの講師呼び込み
・小ホール規模の講演会
・English Day
・著名人による市民大学
・高校、大学の混合授業
・浅田栄次ゆかりの地、周南で行う
英語弁論大会

◇周南らしさ
・徳山ふぐ、周南たこの大試食会
・周南市の誇れる偉人に特化した
イベント（詩、英語、俳句など）

◇ビジネス系
・多世代交流イベント
・企業紹介説明会
・オンライン会議もできる
・異業種交流会
◇子ども向け
・子どもたちを集めて
ホール全体鬼ごっこ

◇練習
・楽器の練習

◇その他
・市にコンポストが普及したうえで
定期的に堆肥の回収会

・無料で場所を借りられる
・個人レベルでワークショップ開催
・各自治体との交流
・新幹線、高速道路で呼びやすい
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春（３～５月） 夏（６～８月） 秋（９～11月） 冬（12～２月）

◇街が好きになる
・各高校新入生歓迎イベント
・卒業、入学イベント
・市民転入祭
◇周南らしさ 春
・城下町の江戸っぽい仮装行列
・桜祭り
・和楽器コンサートで和文化発信
・武者行列
・市民文化祭春バージョン

◇地域交流
・ダンス大会
・周南のど自慢大会
・盆踊り
・市民ばやし講習会

◇周南らしさ 秋
・作品展（花、野草、盆栽など）
・周南市美術博物館と連携した
城下町ウォーキング

・まど・みちお、児玉源太郎
・江戸時代仮装行列
・コスモス音楽祭に大人も参加
◇秋まつり
・文化を楽しむ会
・コスプレ
・アマチュアバンドライブ

◇若者も
・ディスコ
・テクノクラブ
◇冬まつり
・周南きさらぎ文化祭と連携した
市民文化祭

・もちまき
◇プロジェクションマッピング
・ナベヅルやクリスマス投影

通年

◇映画
・映画祭
◇写真展
・フォトコン
・撮影イベントがしたくなる
建物のデザイン

◇植える、育てる
・季節ごとに楽しめる庭、花
・はちみつ
・田んぼ

◇市民活動
・子ども～大人が自信をつける
発表の場

・市民とプロのコラボコンサート、
ワークショップ

・徳山高校放送部朗読劇
・一人芝居、落語などの芝居
・周南市版劇団四季
・放送部の映像作品試写会
・山口県ゆかりの本朗読劇
・和楽器と現代楽器のコラボ
ワークショップ

・手話普及！手話講座

◇歴史
・城下町の紹介、歴史めぐり
・文化歴史講演会
・歴史文化紹介パネル展示
◇文化発信
・竹を使ったイベント
・クラフトワークショップ（虫など）
・市内温泉の紹介イベント
◇つながり
・全国物産展
・災害支援

◇ハード面
・チャレンジショップ
・シェアキッチン
・歴史Labo
・工場Labo
・写真Labo
・透明なホールで文化に触れる
きっかけに

・ボルダリング
・文化スペースで感動を共有する
きっかけに

・500～700席のホールで
コーラス、講演会
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